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オフィス山田の
手作りパソコンネットワーク

山田祥平

本誌が書店に並ぶ頃にはアメリカですでに製品の出荷が始まっているWindows95。

Windows3.1でTCP/IPネットワークを使うには特別なソフトの追加が必要だった

が、Windows95では、複数のパソコンでのファイル共有からPPP接続まで、ネッ

トワークの機能をあらかじめ備えている。国内発売に先がけ、インターネットで使う

Windows95のネットワーク機能を解説しよう。

Vol.4 Windows95のTCP/IP環境
ハードウェアの設定からファイル共有システムまで

前回は、WindowsNT Serverをセットア

ップし、DHCPサーバーとして動かし始め

るところまでを紹介した。

この状態では、たとえネットワークアダ

プターを装着し、物理的にケーブルでつな

いであったとしても、個々のパソコンは言葉

を知らない状態なので、互いに通信するこ

とはできない。コミュニケーションを成立さ

せるためには、ネットワーク上の個々のパ

ソコンが、同じ言葉で会話をしなければな

らないのだ。その共通語として、TCP/IPを

使っているのがインターネットと理解してお

けばいいだろう。

ここまでの作業で、すでに、Windows

NT Serverを載せたパソコンは「TCP/IP語」

をしゃべる状態で稼働している。それ以外

のパソコンに「TCP/IP語」を話させるため

の最も簡単な方法は、Windows 95を利用

することだ。今回は、若干フライング気味

ではあるが、8月24日に米国版も出荷され

ることでもあるし、Windows95 上の

TCP/IP環境の利用を紹介していくことに

しよう。

▼ハードを設定する
手間がいらない

まず、TCP/IPでコミュニケーションする

ネットワークを作ることだけが目的の場合

は、Windows NT Serverは必要ない。こ

の連載でこのシステムを導入したのは、ドメ

インコントローラーが欲しかったという理由

があるからだ。Windows95は、他のソフト

ウェアを追加しなくても、あらかじめピア・

ツー・ピアネットワークの機能を持ってい

る。しかし、ユーザーの数や共有するリソ

ースの数が増えてきたりしたときに、ドメイ

ンで管理できるようにしておいたほうが、メ

ンテナンスなどあとあとの都合がいいのだ。

さて、Windows95だが、プラグ&プレイ

とハードウェアウィザードのおかげで、ネッ

トワーク関連の設定は従来に比べて大幅に

やさしくなり、ほとんど手間いらずで
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図2「いいえ」を選ぶといろい
ろな周辺機器のメニューが
表示される。その中からた
とえばネットワークカード
アダプタを選ぶと製品一覧
が表示される。万一トラ
ブルがあったらこここで選
べはいい。

図1 コントロールパネルからハードウェアのアイコンを選ぶ
と説明が表れ、次へ進むとこの画面に。通常は「はい」
を選んで装着したハードを自動検出させる。
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TCP/IPを組み込むことができるようになっ

ている。とくに、今回はWindows NT

ServerがDHCPサーバーとして機能してい

るので、Windows95側は何も設定する必

要がないのに近い。

Windows95では、新しいハードウェアを

装着した場合は、「ハードウェアウィザード」

を使って、そのためのドライバーを組み込む

（図1、2）。ただ、自分でこのウィザードを

起動するよりも、新しく装着した拡張アダ

プターがシステムの起動時に自動認識され

るのがほとんどだろう。いずれにしても、こ

のウィザードを使うことで簡単に新しいハ

ードウェアを使い始めることができる。とく

に、プラグ&プレイに対応したPCIバスのア

ダプターなら、本当に何も考えることなく

セットアップができてしまう。

▼カードやプロトコルを
設定するプロパティ

さて、Windows95では、さまざまな設定

を「プロパティ」と呼ばれるシートダイアロ

グボックスで行うようになっている（図3）。

ネットワークプロパティでインストールでき

るドライバー類は、クライアント、アダプタ、

プロトコル、サービスの4種類だ（図4）。

まず、アダプタは、その名のとおり、装

着されているネットワークアダプターを指す。

いくつかのアダプターを試してみたが、日本

語版のベータで、認識を誤らず最も素直に

組み込みができたのは3comのPCIバスの

ネットワークアダプターEtherLink IIIだっ

た。もちろん、製品が出荷される際には

種々の問題はすべて解決されて、ほとんど

の既存の製品がインスタントに組み込める

ようになっているはずだ。

次に、プロトコル。ここでTCP/IPを組み

込む。製造元でMicrosoftを選択すると、4

種類のプロトコルが表示されるが、この中

からTCP/IPを選択する（図5）。TCP/IPを

組み込むことで、TELNETやFTPなどの主

要なアプリケーションも使えるようになる。

TCP/IPの設定では、IPアドレスを自動

的に取得するように、あらかじめチェックボ

ックスが設定されている。つまり、Windows

NT Serverで動いているDHCPサーバーか

ら自動的にアドレスが割り振られる。それ

だけでTCP/IPに関する設定はおしまいだ

（P160の図）。

マイクロソフトのネットワーク関連製品

では、TCP/IPよりもNetBEUIのほうがポ

ピュラーに使われてきた。めんどうなアドレ

スの設定もなく、容易にローカルなネット

ワークが組めるので、リソースの共有だけ

が目的であれば、TCP/IPよりもこちらを使

ったほうがいいかもしれない。ここでは、将

来的に外のインターネットへの接続を考え

て、TCP/IPを使うことにする。もちろん、

TCP/IPとNetBEUIの両方のプロトコルを

組み込んでおくこともできる。要するに、2

か国語を同時に話せるようにしておくわけ

だ。従来からNetwareのサーバーがあるよ

うなドメインでは、さらにIPX/SPXプロト

コルを加え、3か国語を話せる状態にする

といったことも可能だ。

▼ダイアルアップも
Win95だけでできる

これらの設定を終え、システムを再起動

すると、個々のパソコンはTCP/IPでコミュ

ニケーションができるようになっている。

Microsof t ネットワーククライアントと

図3 コントロールパネルからネットワークのアイコンを選ぶ
とネットワークを設定するプロパティが表示される。
ここでシートを選んでいろいろな設定をする。

図4 図3で追加ボタンをクリックするとこ
のウィンドウが表示される。ここで追
加ボタンをクリックすると図5に。

図5 「ネットワークプロトコルの
選択」ウィンドウで製造元
は「Microsoft」、ネットワ
ークプロトコルは「TCP/IP」
を選択。
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Microsoftネットワーク共有サービスを組み

込んでおけば、個々のパソコンから別のパ

ソコンのリソースを共有することができるは

ずだ。クライアントはサービスを受けるため

の機能、サービスは、他のクライアントに対

してサービスを提供する機能である。この

双方が組み込まれて、ピア・ツー・ピアの

対等な関係が成立する。

さらに、Windows95には、ダイアルア

ップネットワークという機能が用意されて

いる。これは、電話回線を通じて離れたと

ころにあるネットワークにログオンするため

のものだ。すでにセットアップ済みのNTは、

ダイアルアップサーバーの機能を持っている

ので、モデムを用意しておけば、離れたと

ころにあるWindows95から電話で接続す

ることができる。また、ダイアルアップネッ

トワークは、PPPもサポートしている。ネ

ットワークプロバイダーと契約しているので

あれば、DNSサーバーのIPアドレスなどの

情報を入力するだけで、ダイアルアップIP

接続ができるのだ。

ただし、Webサーバーにアクセスするた

めのブラウザーは標準では添付されないの

で自前で調達しなければならない。米国で

はWindows95と同時にPlusパッケージが

出荷され、その中にブラウザーなどのツー

ルが添付されるようだ。しかし、手元で試

してみたところ、NetscapeのWindows95

対応32ビットブラウザーも問題なく使える

ようだ。また、このPlusパッケージにはダ

イアルアップサーバーも含まれるので、Win-

dows95だけで構成されるネットワークで

も、ダイアルアップによる接続ができること

になる。ただ、この原稿を書いている時点

で日本語版のPlusパッケージの出荷予定日

は未定だ。

▼ドライブを意識しない
ファイル共有システム

これで複数台のパソコンが物理的にケー

ブルでつながり、TCP/IPでコ

ミュニケーションできるネッ

トワークができあがった。こ

れでも胸を張ってインターネ

ットだといえるのだ。たとえ

ば、NT上で、FTPサーバー

を組み込み、Windows95か

らFTPでファイルを転送する

こともできる。ただ、これは

Microsoftネットワーククライ

アントとの共有サービス機能

で、もっと快適な環境ができ

あがっているため、ほとんど

意味のないことなのだが、

TCP/IPでつながっていること

を実感するには試してみるの

もいいだろう。とりあえず、

これまでにセットアップして

きた環境で利用できるTCP/IPアプリケーシ

ョンは、なさけないことにFTPくらいだ。

実際問題として、主要なインターネット

アプリケーションを使えない以上、TCP/IP

でつながっていようが、NetBEUIでつなが

っていようが、ネットワークの使い勝手は

何もかわることはない。それでも、とりあえ

ずこのネットワークでは、ファイルとプリン

タの共有ができるようになった。そして、そ

れらを実現するためのデータは、閉じられ

たインターネット上でケーブルの中を流れて

いるのだ。

ちなみに、ネットワークの組み込まれた

Windows95のデスクトップには、「ネット

ワークコンピュータ」というアイコンが表示

される。これを開くことで、ネットワーク上

のリソースには自由にアクセスできる。従来

のWindows3.1までのネットワークでは、公

開されたディレクトリなどのリソースに対し

てドライブ名を割り当てなければその一覧

を見ることさえできなかったが、もうその必

要はない。たとえば、rshpcというパソコン

のハードディスク上にあるフォルダを

impressという名前でネットワークに対し

て公開してあるとすれば、その中にある

a b c . t x t と い う フ ァ イ ル は 、

¥¥rshpc¥impress¥abc.txtという名前でア

クセスできる。そこでファイルを探して開く

だけで、拡張子に関連づけられたアプリケ

ーションが起動し、編集可能な状態になる。

ちなみに、手元の環境では、7連装のCD-

ROMドライブがあったりするなどドライブ

名が満杯寸前だ。しかも、アルファベット

1文字のドライブ名ではそのドライブがいっ

たいどのリソースを指しているのかを判別す

るのは難しかったのだが、この方法なら意

味のある名前でアクセスできる。今のとこ

ろはアプリケーションが対応していないので

ドライブ割り当てと併用する必要があるが、

Windows95用のアプリケーションは、この

方法でのファイルアクセスをサポートするよ

うにデザインガイドで規定されているので、

将来的には、必要なドライブ名は、パソコ

ンに直につながっているデバイスのみという

環境が作れるようになる。

図6 図3「現在のネットワーク構成」から「TCP/IP」を選択して「プロ
パティ」ボタンをクリックすると、この画面になる。DHCPのある
WindowsNTサーバーへログオンするのでIPアドレスは設定しない。
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▼閉じたインターネット
を外でつなげたい

とにもかくにもネットワークは動

き出した。今までフロッピーでデ

ータをやりとりしたり、プリンタを

使うためだけに席を移動してアプ

リケーションを起動したりしてい

たことを思うと、これらの共有が

できるようになったことだけでも大

きな環境の進化である。

さらに、Windows95 では、

Microsoft Exchangeと呼ぶシステ

ムを使った電子メールソフトが標

準添付されるので、どれか1台の

パソコンにメッセージを蓄積する

ポストオフィスを作っておけば、閉じた環境

における電子メールコミュニケーションも自

由にできる。

この連載の最終的な目標は、この閉じた

空間の電子メールを、インターネットメー

ルと接続することにある。そのための方法

はいくつかあるが、現時点では予算的にも

規模的にもかなりの難行となってしまう。

一方、この原稿を書くための準備をして

いる間に朗報が飛び込んできた。マイクロ

ソフトは、WindowsNT用のメッセージン

グシステムのExchangeサーバーを開発し

ていて、その日本語版が今年の暮れから来

年にかけて発売されるようなのだが、その

中に、インターネットメールをWindows95

のExchangeで読み書きできる機能が搭載

されるというのだ。

それだけでは珍しくもなんともないのだ

が、Exchangeサーバーと同時に、NT用

のDNSサーバーやPOPサーバーなどが提供

されることが非公式ではあるが表明された。

これらを利用することで、インターネットメ

ールがNTだけでやりとりできるようになる

のだ。従来は、独立したドメインとして外

部とメールをやりとりするには、どうしても

UNIXマシンを1台用意し、メールのスプー

ルなどを担わせなければならなかったが、そ

れがいらなくなるようなのだ。9月に入れば、

そのベータテストも始まるようなので、この

連載でも、それに合わせて詳細をお伝えしよ

うと思っている。こうして新しい製品が発表

されるごとに、ネットワーク環境の構築がど

んどんやさしいものになっていくのはうれし

い限りだ。ただし、この方法でも、専用線の

設置や高額な接続料金などの問題が残る。

閉じたインターネットを外部のインター

ネットに接続するための、最も簡単な方法

は、ダイアルアップIP接続だ。しかし、イ

ンターネットプロバイダーと契約し、ダイア

ルアップで接続しても、それでやりとりでき

る電子メールは、プロバイダーのドメイン名

を冠したものとなってしまう。iijのダイアル

アップユーザーなら、xxxxx@po.iij.or.jpの

ようなメールアドレスがついているはずだ。

これだと、なんだかiijの関係者のようなイ

メージがある。インターネット花盛りで、名

刺にこの種のアドレスを刷り込んでいる方

もたくさんいるようだが、僕自身は、この

点だけがどうにも気になって仕方がなかっ

た。見かけ上はパソコン通信サービスのID

と何も違いがないからだ。ささいなことかも

しれないが、自分のネットワークであり、そ

のユーザーであるのなら、自分のドメイン宛

のメールを受け取れるようにしたい。しか

し、現状のダイアルアップIP接続ではそれ

は無理なのだ。

プロバイダーと専用線で接続する予算の

ない多くの企業ユーザーは、UUCP接続を

使ってメールの転送をしているようだ。

UUCPを使えば、JPNICに申請し、承認

してもらった独自のドメイン名でインターネ

ットメールをやりとりできる。

しかし、ここまで組み上げたネットワー

クでUUCPを実現しようにも、NTで動か

せるまともなパッケージが見当たらない。や

はり、どうしてもUNIXマシンが必要になっ

てしまうのだろうか。

TCP/IPでコミュニケーションする閉じた

インターネットはできあがったのに、いざ、

外の世界とのコミュニケーションにまで手を

広げようとすると、解決しなければならな

い問題は山積みだ。それでもできるだけ予

算は現実的な範囲に抑えたい。次回以降

は、こうした問題をひとつひとつ解決して

いくことにしよう。

図7 ユーザー情報シートではパソコンの名前とワークグル
ープ（NTサーバーにおけるドメイン）を記入。

図8 アクセス権の管理シート。アクセスできるグループを
NTサーバーにおけるドメイン単位で記入。
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